
2026年 初の定例作業日

(01/27)は､17 名の参加者。 

林内班の 11 名は、第二駐車

場と築山広場の間での整備。 

巡回ゴミ班の 6名で行動。 

[1/27 集合写真] 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。 

『1月 20 日頃から続いた寒

波に伴う大雪は、29日以降再

び日本海側を中心に大雪の可

能性が続くとのこと。アメリ

カも歴史的な寒波で 21名死

亡、日本では 10名。目下日本

では何十年かぶりで大雪の中

で選挙が行われるという異例

さも取り沙汰されている。 

当日の所沢市は気温 0度と

緩み、風の無い穏やかな日

和。向かう途中の桜木神社通

りの片側は下刈りされ、その

他の園路の両側も落ち葉はき

が済んでおり、落ち葉の絨毯

が広がり明るく綺麗だ。 

この日集まったのは 17人

と、前回同様多かった。 

巡回班 6人、林内班 11人の

態勢でスタートした。作業場

所も前回と同じ原っぱ広場の

河津桜に面した場所と第二駐

車場に向かう一帯とした。 

この日も刈り払い機 4台、

チェンソーを稼働。残る人力

は定番の下刈り、笹類と落ち

葉掃き、落下枝の拾い集め、

倒木の玉切りしたのを集めて

積み上げなどだ。総勢 11人に

よる成果は眼に見えるから、

作業していてもヤッター感が

湧いて気持ちが良い。風の無

い快晴の中、薄ら汗をかく程

度の気持ちよい作業日となっ

た。 

この日の夕方には緑町の公

園管理事務所の岩田さんに連

絡し、昨年一年間のお礼と新

年の挨拶をした。また混合ガ

ソリン、チェンソーオイル、

替え刃の補充をお願いした。

ついでに刈り払いやチェンソ

ー作業、落ち葉掃きで所々に

積み上げてあるのを回収して

貰えるか確認したところ、落

下枝や柴類、玉切りしたもの

は林内から搬出するが、それ

以外の落ち葉類はそのまま残

しておく考えとの話でした。 

言い忘れたがリヤカーの片

側のタイヤの空気漏れのこ

と、昨年から活動の度に空気

が半分ぐらい抜ける状況が生

じ「空気補充」「虫ゴム」を取

り換え補修を試みたが、今年

初の活動日も同様の症状は続

いていた。毎回管理事務所へ

行き空気入れを借りていたの

が面倒で今回は自前の空気入

れを持参した。月に 2回程度

の活動だとその合間に自然に

空気が抜けるのだろう、明ら

かなパンクならその時連絡す

れば良いと考えついつい言い

そびれてきたが、今後市側が

使用する場合もあるので折り

を見て点検しておいていただ

ければと敢えて記述させて頂

きました。』 

[1/27 林内班集合写真] 

[1/27 林内作業-1] 

[1/27 林内作業-2] 
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次いで、巡回ゴミ班の水島

さんから報告感想です。 

『冬枯れの林の中、スター

トはいつものように狭山線の

道路まで歩きました。  

さしたるごみもなく街道ま

で出ましたが、道路際には以

前のようなポイ捨てのごみは

ほとんど見つからず、ドライ

バーのマナーが最近よくなっ

てきたようです。  

喜ばしいことです。  

サッカー場に向けて左、に

上がる予定でしたが、高い木

の伐採を職人の人たちが作業

していて、枝が落ちてくると

危険なのでそのまま道路を直

進しました。  

交差点を左折して湿地まで

来ました。  

きれいに刈り取られてい

て、全体が広く見渡せるよう

になっていました。  

私の好きな「しだれ桜」の

木が、ひときわ目立って真ん

中に立っている姿を見ること

ができました。  

４月には見事に桜の花が咲

くことを期待したいですね。  

しばらく休憩の後、旧管理

棟まで歩き、その日は早めに

解散しました。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[1/27 湿地の桜と…] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[1/27巡回･ゴミ班集合] 
 

巡回ゴミ班からは松郷のマ

サコサマからも詳細な報告が

届きました。 

『メンバーは男性 2名女性 4

名の計 6名。行動のひときわ

速い Hさんが真っ先にバイオ

ネストの点検に行った。 

前回、彼は枯れた太い丸太

を一人引っ張って来て、バイ

オネストの補修に精を出して

いたのだから……。後ほど東

西通りで合流。バイオネスト

はこの二週間、風にも人にも

荒されなかったようだ。 東西

通りを行く。道の両側は、落

ち葉まで掃かれていて広々と

している。そのまま道を下

り、狭山東京線の塀に突き当

たり、いつものように塀沿い

に行く。ポリ袋にまとめては

いるが弁当のカラ容器、冬の

空っ風で吹き溜まった軽いゴ

ミなど、いずれも道路から車

外に投げているのだろう。 

先に進んでいる Hさんのゴ

ミ袋は大きく膨らんでいく。 

それでも、かつての例えば

コロナ禍より前の頃から比べ

れば、この辺りのこの種のゴ

ミは減った。今の若い人のマ

ナーは良くなったのだろう。

社会の変化もあるだろう。 

さて、サッカー場方面へ行

く坂道の途中で重機を停め、

近くの木に登って枝を切る作

業をしていた。命綱をつけて

はいたが、とても高い位置で

はあり、自然の林に市民を自

由に入らせるには、安全確保

等、手間も予算もかかること

だろうと、目で確かめること

になった。その後、信号《牛

沼開発》から桜木神社通り

へ。 

そして湿地をを検分。枯草

の下には湿り気の感じられる

土。ずっと雨が降っていなく

とも枯草の根に守られてるの

だろうか？  

湿地の入り口にロウバイの

木はうっすらと黄色の蕾。し

かしまだ匂いは無かった。こ

こは少し遅いようだ。  

湿地の入り口の丸太の辺り

で休憩。それほど寒くもな

い。大人でも、外で皆で食べ

るオヤツは楽しく美味しい。 

そして、前回と同じく湿地

の地点からのびる遊歩道を帰

る。ところが、遊歩道の途中

の右手の道脇に 1メートル四

方くらいの金属板が少し顔を

出しているのを見つけた。 遊

歩道が無かったらそして業者

による道路両側の刈り払いが

無かったら、これから先も気

づかず埋まっていただろう。 

何人かでやっと掘り出し旧

管理棟まで引き摺って行っ

た。  

この何年かは、大物のゴミ

は少なくなったと思ってい

た。が、いやいやカルチャー

パークの林内、特に車の入れ

る道沿いには、重機ででもな



ければ掘り出せないと諦め

た、例えば、農業用のビニー

ルシートの塊など、まだまだ

土に埋もれたまま残された不

当廃棄物はたくさん有るはず

なのでした。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

[1/27 ゴミ集約] 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

2026年の初作業 (01/13:第二

作業日)は､かなり冷え込んだ

早朝でしたが、雲もほとんど

なく陽射しがあって、作業中

には次第に暖かくなってきま

した。この日の参加者は 17名

(うち１名～深澤は集合写真の

みで早退)。林内班 13名、巡

回･ゴミ班 3名で作業。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      

[1/13 集合写真] 
 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。 

『新しい年が明け、初の活

動日だ。庭のメダカの瓶に薄

氷がはる冷え込みだったが、

予報はしっかりとした日射し

の一日になるとのこと。 

頬に触れる冷たい風も心な

しか気持ちが良く感じた。途

中の湿地帯は枯れ野原、園路

の両側は落ち葉の絨毯。 

バイオネストエリアは前日

落ち葉掃き、焼き芋のイベン

トでスッキリとしており、法

面には春を告げる水仙が咲い

ていた。 

この日集まったのは翌日か

ら約一ヶ月入院を控えた深澤

代表も含め 17人と多く「丙

午」よろしく幸先の良い集ま

りとなった。 

深澤代表は年頭の挨拶後入

院の支度もあり帰ったが、残

る 16人は巡回班 3人、林内班

13人に分かれてスタートし

た。林内班の作業場所は、こ

の日が 4回目となる原っぱ広

場から第二駐車場向かう右手

一帯とした。総勢 13人と多く

混雑を避けるため作業は幾つ

かのグループに分けて行うこ

ととした。①刈り払い機４台

運転、②チェンソーによる倒

木の玉切りや太い落下枝、危

険な切り株の処理、③アズマ

ネ笹などの伐採、④落ち葉掃

きと集積、⑤落下枝の拾い集

めとし、各自の体力に応じそ

れぞれ任意に参加して貰っ

た。 

作業前には危険視される立

ち枯れの太い木の位置を確認

して貰った。枯れてはいるが

蔦が全体を覆っておるので直

ちに倒壊の恐れは無いものの

念の為注意すること、刈り払

い機やチェンソー稼働域から

離れて作業すること、また正

月休み直後であることから各

自の判断で無理しない範囲で

徐々に身体を慣らしながらま

た体調に配慮しながら作業し

て貰うようお願いした。 

作業中林内に注ぐ潤沢な太

陽の恵みもあって明るい日射

しの下での作業とコンビネー

ショﾝが効を奏し想定以上の成

果を上げる事が出来た。 

ここの場所は一番エリアが

広く難儀し時間もかかった場

所であり、これまでの活動で

も作業前と作業後の景色の変

化は大きく、最も感動した場

所だった。「武蔵野の雑木林」

さながらの景色が実現した当

時の感動が未だに蘇る。 

市では現在、林内の一部を

一般に開放する計画が進行中

である。その候補地が「バイ

オネスト」地域だ。これに

我々からも一押しの追加候補

地として提案しているのがこ

の場所であるが、市側からは

検討したいとの意向が示され

ているようだ。自然環境保全

型の公園づくりを標榜する市

の方針に共鳴し活動を始めた

「ふるさと公園応援隊」の

「孫達に残そう所沢の自然」

の思いが実現されることは長

く待たれた事であり、9年に

も及んだ林内作業の成果が一

般開放の形で実現できたらと

思うと嬉しさも格別である。』 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[1/13 林内班集合写真] 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
                     

[1/13 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    

[1/13 林内作業-2] 
 
次いで、巡回ゴミ班からは

松郷のマサコサマからの報告

感想です。『男性 1名女性 2名

計 3名。いつもゴミ班で巡回

する《代表》はこの応援隊の

活動を始めてからの、おそら

く初めての欠席(イヤイヤそんな

ことはありません。何度か休んでま

すよ～：編者注)。 まず、バイ

オネストの補修と表示の新た

な取り付け。特に Hさんは、

奥の藪まで行っては、太い枯

れ枝を引きずり出してバイオ

ネストの縁を補強。これらが

結構な仕事となり、林内班の

休憩の笛が聞こえる 10時半を

過ぎても終わらなかった。 ゴ

ミ拾いのコースは、東西通り

から、狭山東京線へ向かいさ

らに沿って進み、途中でサッ

カー場の方向に坂を登る。 

そのサッカー場を通り抜

け、右に折れて湿地に寄る。 

湿地は、枯草に覆われた下

の土はやや湿り気を示す茶色

をしていた。その後湿地入り

口からの遊歩道を戻るコース

をたどった。 

ゴミは、足の速い Hさんが

どんどん先に進み、どんどん

拾って、燃やすゴミなど大袋

ひとつ。サッカー場から、湿

地入り口までの間の右手の藪

に、充電器数個などの入った

袋。充電器は普通のゴミとし

て出せないからこういう所に

持ち込んで棄てるのだろう。 

県道沿いの土手に、市の看

板用の木のポールが１本。ゴ

ミを捨てるな！の看板の一部

がゴミになるのは皮肉！  

遊歩道では、造園業者が数

人で遊歩道の左右の刈り払い

をしていて辺りはサッパリと

清々しかった。 林内班から

は、酒の空き瓶数本などが拾

われて来た。年末年始らしい

廃棄物か？』 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[1/13巡回･ゴミ班集合]   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

1/13 ゴミ集約] 
 

～～～～～～～～～～～～～ 

2 月の定例作業日(02/24)は､

朝から曇り空でしたが風は弱

く、作業日和ということもあ

ってか、21 名もの多数の方が

参集しました。 

林内班 14名は、第二駐車場

に隣接する区域での整備作

業。巡回ゴミ班 6名は、刈込

が進んだ園路沿いでの埋もれ

たゴミの掘り出しに…。 
 
 
 
 
 
 
 
                      

[2/24 集合写真] 
 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。 

『当日は最高気温が 22度。

初夏の陽気で南風が強まり、

関東地には「春一番」が吹く

との予報があった。連日 TVで

は全国的な水不足、水瓶のダ

ムも渇水状態との情報が繰り

返され、生活物価の高騰と相

俟って何かと危機感がつのる

日々が続いている。水と安全

は世界に誇れる日本の特長だ

が果たして大丈夫か。いつま

で続くのか、世界的に気候変

動、政情の不安定さがある中

にあって、水は日常生活に欠

かせないので心配がつのる。 

さて、この日集まったのは

何時もより多い 21人。準備体

操、集合写真の後、巡回班 7

人、林内班 14人に分かれてス

タートした。 

林内班は今回も芝生広場の

真向かい側、桜木神社に向か

う奥の方とした。 

刈払い機 4台、チェンソー

稼働に 5人、残り 9人がそれ



ぞれの道具を携え低木や笹類

の刈り取り、落ち葉掃き等の

ルーテイン作業。 

着手して間もなく、園路側

近くに僅かに露出していた古

畳とナイロンの網が絡まった

ものの撤去が口開けとなっ

た。一人で簡単に除去出来る

と思ったが、予想に反し埋ま

っている部分が大きく木の根

が絡まり、一寸やそっとでは

びくともしない。結局何人か

で悪戦苦闘の末、ようやく撤

去する事が出来た一幕があっ

た。 

掘り出した塊は二人でよう

やく抱えるほどの大きさだっ

た。この後も刈り払いした場

所の所々には鉄製品、さびた

扇風機、多くのガラス破片､大

きなコンクリート製品、プラ

スチック類がまとまって露出

していたので、これも数人が

かりで掘り出し運び出した。 

元々このエリアは深い藪状

態であり刈り払いや伐採を繰

り返し、その都度片付け、時

には公園課にも依頼し相当量

撤去してきたにも拘わらず、

未だに地中に埋まっている残

骸が残っているのは想定を超

える状況から、市と協議する

必要があるだろう。 

この日、樫の木 3本を伐採

したので、明るく見通しが聞

くようになり、武蔵野の雑木

林の感じが一層強まったよう

だ。 

2月 12 日の活動日には未だ

堅い蕾だった広場の河津桜 11

本は 3から 4分咲き程度、み

ずみずしさが無かったただひ

たすら雨を待つばかりの作業

日だった。』 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[2/24 林内班集合写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
            

[2/24 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            

[2/24 林内作業-2] 
 
巡回･ゴミ班は、バイオネス

トの補修の後、東西通りを進

み、先頭は坂下まで到達した

ものの、後続がなかなか現れ

ず…。戻ってみると、サッカ

ー場分岐点付近で、後続メン

バーが悪戦苦闘中でした。 

地面からちょこっと顔を出

しているごみを拾おうとする

と、あとからあとから････。 

この付近では以前にも、埋

もれゴミがあり、ツルハシな

どを使って掘り出したことが

ありましたね～。 

さて、ここまでで東京狭山

線まで廻るには中途半端な時

間で、かつごみを持って廻る

には大変な量となったので、

サッカー場入り口近くで休

憩。その後、湿地の状況を見

に行くグループと、ごみを持

ち帰るグループに分かれまし

た。 

なお、湿地は枯れ草をよけ

るとわずかに湿り気がありま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[2/24 巡回･ゴミ班集合] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

[2/24 ザックザックと…] 
            
 
 
 
 
 
 
               

[2/24 ゴミ集約] 

このごみの写真には、林内

班からのごみも一部含まれて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



～～～～～～～～～～～～～ 

2月の第二作業日(02/12)は､

未明には月もくっきり見えて

いましたが、夜明け前から曇

り空･･･。ちょっと冷たい北風

にあらがいながら勇んで作業

に向かいました。 

参加者は 13 名(後から参

加、早退含む)。 

林内班 8名は、引き続き第

二駐車場と築山広場の間の整

備。こちらからもゴミが出ま

した。 

巡回・ゴミ班 5名は、第二

駐車場から時計回りに一周す

る予定で出かけました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        

[2/12 集合写真] 
 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。 

『2月 8日の衆議院選挙投開

票日は積雪約 10㎝、9日快

晴、10日雨、11日小雨、活動

日の 12 日は冷え込みが緩んだ

曇り空と、僅か 5日間で様々

な天気模様を体験した。 

例年春の訪れを知らせるカ

ルチャーの河津桜の蕾は未だ

堅かった。河津桜の本場では

2月上旬から下旬が見頃と報

道されていたが、全国的な雨

不足と水瓶ダムの水位が危機

的な状況とあって、いつもと

は違うようだ。天を仰いで雨

乞いでもしなければと思う程

の水不足が続いている。 

桜木神社通りの片側や、ボ

ーイスカウト区域に向かう両

側は、再度落ち葉掃きや手入

れがされて、林床が露出する

ほど綺麗になり、春草の芽吹

きを待つばかり。 

この日集まったのは 13人、

巡回班 5人、林内班 8人の編

成でスタートした。 

林内班は定番の刈り払い機 4

台、チェンソー、刈り込み鋏

や鎌、熊手を用意。刈払い機

は桜木神社方向に向かい、チ

ェンソーは林内の大口径の倒

木の玉切り、それに落ち葉掃

きと笹類の伐採と集積だ。 

この日の刈り払い作業で目

立って気になったのは、刈り

払いした林床に露出し始めた

産業廃棄物の残滓だ。割れた

瓶、ガラス類､プラスチック、

ビニール、ナイロン製の網、

大きなコンクリート片と、多

彩なものが頭を出しており、

片付けようと引き出そうとす

れば次から次に芋蔓式に出て

くるから切りが無い。 

さしあたって危険がない程

度に慎重に掘り出したが、今

後も注意しながらその都度撤

去する必要があるだろう。 

我々側からこのエリアを一

般開放の候補地として市側に

推奨しているだけに気懸りが

残る。 

快晴ではなかったが、穏や

かな春の日射しを感じる中

で、薄ら汗をかく心地の良い

作業日だった。。』 
 
 
 
 
 

            
 
 

[2/12 林内班作業準備] 
 
   
 
 
 
 
 
 
               

[2/12 林内作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

[2/12 林内作業-2] 
 
巡回･ゴミ班は、第二駐車場

わきから、桜木神社通り・霊

園通り・湿地と廻りました。 

当初は病み上がりのミッチ

ャンがいるので軽く巡回する

つもりでしたが、途中(霊園と

の境界付近)で、大量の埋もれ

かかった DVD を発見。掘れど

も掘れども湧き出すように出

てきたので、リヤカーを取り

に戻っての運搬となりまし

た。 

11時過ぎに回収を終わり、

一周を断念し、旧管理棟まで

戻りました。 

なお、湿地は枯れ草をよけ

るとわずかに湿り気がありま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[2/12 巡回･ゴミ班集合] 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[2/12 大量の DVDが…] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[2/12 リヤカーにて運搬] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

        
 
 
 
 
 
 
          

[2/12ゴミ集約-巡回班] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[2/12ゴミ集約－林内班] 
～～～～～～～～～～～～～ 

2026年 1月 12 日は､おだやか

で冬とは思えないような日ざ

しがあり、絶好のイベント日

和でした。この日､｢カルパー

ぐるぐるネットワーク｣主催の

イベント「落ち葉で焼き芋」

が開催され、子供を含む 150

人以上の方々が集まり、落ち

葉掃きや運搬、バイオネスト

の作成に汗を流し、おいしい

焼き芋に舌鼓を打ちました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

[1/12 落ち葉はバイオネストへ] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

[1/12 カマドで焼き芋] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
            
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
   
 
                
 
 
 

  

応援隊 4月以降の作業予定 
4/7 総会的懇談会 10:00～11:30 生涯学習推進センター 101 会議室 

4/14(火)､4/28(火)､5/12(火)､5/26(火)､6/11(木)､6/30(火)､ 
7/14(火)､7/28(火)､9/1(火)懇談会･納涼会､9/15(火)､9/29(火)､ 

10/13(火)､10/27(火)､11/12(木)､11/24(火)､12/15(火)､ 
12/22(火)､懇談会･忘年会､1/12(火)､1/26(火)､2/11(木)､2/23(火)､ 

3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 
＊「熱中症警戒アラート」が発令された場合は中止します 

３月の作業予定 
定例作業日：3 月 31 日（火） 

 

第二作業日：3 月 12 日（木） 

作業時間＿9：30～11：30 

＊作業内容:ゴミ拾い･林内作業 

＊持ち物： 

手袋､タオル､雨具、飲み物､ 

念のため、保険証・お薬手帳など 

 

荒天など天候不順の場合は、事前

に中止連絡しますが、微妙な場合現

地にて判断します。 
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感染予防対策 

・間隔をとっての行動。(体操･作業) 

・マスク着用：各自の判断とします。 

・作業間隔の短縮・水分補給。 

・使い捨て手袋または終了直後に洗える手袋など使

用(特にゴミ拾い)。 

なお、石鹸・消毒用アルコールは準備していま

す。 

新型コロナ等の感染症発生時の対応 

①毎回参加者名簿を作成する 

（三浦さんがつけている出欠簿による）。 

②次の場合その都度、代表へ連絡する。(発信元は伏せて参加者に知らせる) 

*.症状があり、検査を受けた時。 

*.検査結果と医師・保健所などの指示があったとき。 

③感染者が出た場合、求められれば、参加者名簿を保健所・公園課に提出します。 

新型コロナについて 

WHOは「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事

態」の宣言を終了しましたが、同時に「ウイル

スは命を奪い続け、変異も続けている。宣言の

終了をもって各国は国民に、新型コロナは心配

ないというメッセージを送ってはいけない」と

述べています。 

ということで、従来の予防策に準じた行動を基

本とします。 

各種感染症注意!! 
インフルエンザ･コロナをはじめとして、各種感染症が流行して

います。手洗いなどの感染対策とともに、日常からの、「バラン

スのとれた栄養補給」「適度な運動」「快適な睡眠」などで、し

っかりと体調管理をしましょう。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 

n 

m 
 
    

k 

l 

i 

j g’ 
＊ 


	ふるさと公園応援隊

